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一 

町 の 人 口 

(49年12月末日現在） 

4, 311人 

4, 801人 

9,n2 人 

2, 789世帯 

男 

女 

総人口 

世帯数 
No. 1 5 1 号 

P 

と
 
じ
 

て
 
保
 
存
 
し
 

て
 
下
 
さ
 

い」 

渡
 
欧
 
を
 
終
 
え
 
て
 

〈三回〉 

赤
池
町
長
 

池
 

永
 

輝
 

昭
 

十
月
十
日
午
前
九
時
金
田
氏
の
友
人
 

藤
本
君
が
本
日
の
案
内
通
訳
と
し
て
ホ
 

テ
ル
に
我
々
を
迎
え
に
く
る
。
大
使
館
 

が
紹
介
し
て
く
れ
た
エ
ウ
ル
（
E
U
 

R
）
の
国
立
美
術
専
門
学
校
を
訪
れ
ニ
 

ー
ノ
・
カ
ル
ー
ゾ
教
授
に
面
会
を
求
め
 

る
。
受
付
の
紳
士
は
我
々
を
授
業
中
の
 

教
授
の
所
へ
直
接
案
内
し
て
く
れ
る
。
 

二
十
人
程
の
学
生
を
前
に
ス
ラ
イ
ド
 

写
真
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
し
て
熱
心
に
 

（パリーにて） 畔
 

河
 

J
 

授
業
中
で
あ
る
。
 
一
方
、
十
五
、
六
才
 

位
の
生
徒
達
は
た
ば
こ
を
く
わ
え
て
い
 

る
者
も
居
れ
ば
男
子
生
徒
の
膝
に
抱
か
 

れ
て
い
る
女
生
徒
も
何
人
か
居
る
。
日
 

本
の
教
育
マ
マ
さ
ん
達
が
見
た
ら
気
絶
 

で
も
し
か
ね
な
い
光
景
で
あ
る
．
 

教
授
は
説
明
を
助
手
に
ま
か
せ
て
我
 

々
を
別
室
に
案
内
し
来
訪
の
主
旨
は
既
 

に
大
使
館
よ
り
き
い
て
い
る
と
て
、
手
 

作
り
タ
イ
ル
の
型
ぬ
き
か
ら
焼
成
に
至
 

る
ま
で
を
図
に
書
い
て
懇
切
に
説
明
し
 

て
下
さ
る
。
勿
論
私
に
は
技
術
的
な
こ
 

と
は
判
ら
な
い
が
、
不
明
な
点
に
つ
い
 

て
は
青
柳
君
が
種
々
質
問
を
し
て
い
た
 

の
で
充
分
理
解
出
来
た
も
の
と
思
う
。
 

授
業
を
終
っ
た
生
徒
達
が
、
も
の
珍
 

ら
し
げ
に
我
々
の
周
囲
に
集
ま
り
賑
や
 

か
に
な
る
。
 
イ
タ
リ
ヤ
タ
イ
ル
の
特
徴
 

や
生
産
地
と
し
て
有
名
メ
ー
カ
ー
等
を
 

教
え
て
下
さ
る
．
手
作
り
の
タ
イ
ル
は
 

主
と
し
て
南
部
の
ナ
ポ
リ
を
中
心
に
今
 

日
尚
盛
ん
で
オ
ー
ト
メ
ー
シ
 
ョ
ン
に
よ
 

る
大
量
生
産
は
ボ
ロ
ー
ニ
ア
や
フ
エ
ン
 

ツ
ァ
を
中
心
に
レ
ヂ
オ
、
モ
デ
ナ
、
サ
 

ス
オ
ロ
等
中
北
部
地
方
で
盛
ん
で
タ
イ
 

ル
や
焼
物
の
七
〇
％
か
ら
八
〇
％
を
産
 

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
 

イ
タ
リ
ヤ
タ
イ
ル
の
焼
成
は
素
地
焼
 

約
千
五
十
度
か
ら
千
百
度
粕
薬
焼
成
温
 

度
が
千
度
以
下
で
あ
る
と
の
こ
と
。
上
 

野
焼
の
よ
う
に
千
三
百
度
の
高
温
焼
成
 

で
は
寸
法
、
形
等
に
若
干
の
ひ
ず
み
が
 

で
て
く
る
と
の
こ
と
。
又
、
原
料
粘
土
 

の
水
分
も
五
％
か
ら
五
十
％
と
種
々
あ
 

る
こ
と
等
々
、
こ
れ
か
ら
は
今
後
老
人
 

生
き
が
い
対
策
の
作
業
の
中
で
大
い
に
 

研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
う
。
長
 

居
は
授
業
に
迷
惑
と
思
い
厚
く
感
謝
の
 

意
を
の
べ
て
部
屋
を
出
る
。
 

校
門
附
近
で
二
、
三
人
の
学
生
を
呼
 

び
と
め
修
業
年
数
や
授
業
料
を
聞
い
て
 

み
る
。
八
年
間
の
義
務
教
育
を
了
え
た
 

者
で
あ
れ
ば
誰
れ
で
も
自
由
に
入
学
で
 

き
、
四
年
間
勉
強
出
来
る
と
の
こ
と
、
 

希
望
者
は
更
に
二
年
間
専
門
課
程
に
進
 

む
こ
と
が
で
き
、
す
べ
て
学
費
は
国
の
 

負
担
で
無
料
と
の
こ
と
、
こ
の
国
が
芸
 

術
に
か
け
る
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
が
う
か
 

が
わ
わ
る
。
 

ロ
ー
マ
市
内
で
昼
食
を
と
り
、
と
あ
 

る
一
軒
の
タ
イ
ル
販
売
店
を
の
ぞ
い
て
 

み
る
。
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
が
と
つ
て
あ
 

っ
て
、
明
る
く
て
見
せ
る
べ
き
品
物
だ
 

け
が
数
少
な
く
飾
ら
れ
、
そ
の
イ
メ
ー
 

ジ
は
セ
メ
ン
ト
や
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
建
 

築
材
を
売
る
姿
勢
で
は
勿
論
な
く
、
照
 

明
器
具
や
家
具
を
見
せ
る
の
と
全
く
同
 

じ
感
覚
で
展
示
さ
れ
、
 
一
見
美
術
品
を
 

売
っ
て
い
る
画
廊
の
よ
う
で
顧
客
の
デ
 

ザ
イ
ン
的
な
要
望
に
対
し
充
分
に
応
じ
 

ら
れ
る
よ
う
、
こ
こ
ろ
憎
い
程
の
配
慮
 

が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

一
九
七
〇
年
E
x
P
O

の
イ
タ
リ
ア
 

館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
床
に
使
わ
れ
た
イ
 

タ
リ
ヤ
タ
イ
ル
の
美
し
さ
に
多
く
の
人
 

が
目
を
見
は
っ
た
よ
う
に
恐
ら
く
青
柳
 

君
も
イ
タ
リ
ヤ
タ
イ
ル
の
虜
に
な
っ
た
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

案
内
の
藤
本
君
ま
で
が
し
ば
し
ば
感
 

嘆
の
声
を
も
ら
す
。
い
つ
ま
で
も
つ
き
 

ぬ
気
持
を
残
し
て
店
を
出
る
。
ホ
テ
ル
 

に
帰
り
明
日
の
日
程
に
っ
い
て
検
討
す
 

る
。
南
部
の
ナ
ポ
リ
に
行
く
か
北
部
の
 

ポ
ロ
ー
ニ
ア
に
行
く
か
ず
い
分
と
迷
っ
 

2
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
 



:：~(3)  一(2）一ー け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

'
J
 か

 
あ
 

報
 

広
 

た
末
、
北
行
き
に
決
め
て
大
使
館
の
中
 

村
書
記
官
に
ボ
ロ
ー
ニ
ア
で
の
通
訳
の
 

手
配
を
電
話
で
お
願
い
す
る
c
 

明
日
正
午
ボ
ロ
ー
ニ
ァ
駅
に
て
ボ
ロ
 

ー
ニ
ャ
大
学
の
竹
下
教
授
が
我
々
を
待
 

っ
て
い
て
く
れ
る
と
の
返
事
を
も
ら
っ
 

て
特
急
券
や
乗
車
券
の
予
約
を
ホ
テ
ル
 

の
フ
ロ
ン
ト
に
お
願
い
し
て
夜
は
全
員
 

で
イ
タ
リ
ヤ
料
理
を
食
べ
な
が
ら
歌
や
 

踊
り
で
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
く
す
ご
す
。
 

カ
ン
ツ
オ
ー
ネ
の
素
晴
ら
し
さ
は
筆
 

で
は
書
き
表
わ
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
 

有
名
な
カ
ン
ツ
オ
ー
ネ
ナ
ポ
リ
タ
ー
ナ
 

の
「
オ
ー
ソ
レ
ー
ミ
オ
」
や
「
帰
れ
ソ
 

レ
ン
ト
」
な
ど
の
あ
の
東
洋
的
な
節
ま
 

わ
し
や
哀
愁
を
お
び
た
情
緒
あ
る
曲
は
 

我
々
日
本
人
に
は
特
に
感
銘
を
与
え
る
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

同
じ
イ
タ
リ
ヤ
国
民
の
中
で
今
日
尚
 

抑
圧
と
差
別
に
苦
し
み
つ
つ
生
活
す
る
 

南
の
民
族
の
叫
び
を
き
く
よ
う
で
聞
く
 

人
の
心
を
う
た
ず
に
は
お
か
な
い
。
 

わ
ず
か
ば
か
り
の
心
づ
く
し
に
汗
を
 

流
し
て
何
曲
も
何
曲
も
真
剣
に
唄
っ
て
 

き
か
せ
る
姿
に
真
の
芸
人
の
心
意
気
を
 

感
ず
る
。
 

一
晩
で
何
十
万
何
百
万
と
稼
ぐ
日
本
 

の
タ
レ
ン
ト
の
こ
と
を
思
う
と
彼
等
が
 

不
び
ん
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
 

別
れ
に
「
知
床
旅
情
」
を
全
員
で
合
 

唱
し
名
残
り
を
惜
し
み
つ
 
つ
店
を
出
 

る。 明
日
の
出
発
は
早
い
、
身
じ
ま
い
も
 

早
々
に
床
に
つ
く
。
 次

号
へ
つ
づ
く
 

内
職
説
明
会
の
 

開
催
に
つ
い
て
 

最
近
家
庭
の
外
で
働
く
こ
と
の
困
難
 

な
主
婦
の
内
職
希
望
者
が
急
増
し
て
き
 

て
い
ま
す
。
 

福
岡
県
内
職
公
共
職
業
補
導
所
筑
豊
 

支
所
で
は
、
こ
れ
ら
の
婦
人
の
要
望
に
 

こ
た
え
る
た
め
、
内
職
説
明
会
を
つ
ぎ
 

の
よ
う
に
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
 

数
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
 

た
し
ま
す
。
 

1
．
日
時
 

3
月
 10 

日
 
（
月
）
午
后
1
時
 30 

分
 

午
后
3
時
 

2
、
場
所
 

赤
池
町
民
会
館
 
第
一
研
修
室
 氏

 
末
 

武
 

武
末
一
郎
氏
 

剣
道
四
段
に
昇
段
す
る
ク
 

昭
和
 50 

年
2
月
9
日
（
日
）
午
前
九
 

時
よ
り
福
岡
県
剣
道
連
盟
主
催
に
よ
り
 

四
段
．
五
段
の
昇
段
審
査
が
行
な
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

当
町
剣
道
部
か
ら
も
日
頃
の
稽
古
が
 

実
り
、
優
秀
な
成
績
で
、
武
末
一
郎
氏
 

が
審
査
に
合
格
し
ま
し
た
。
 

剣
道
四
段
の
部
 

武
末
一
郎
（
 20 
才
 
貴
船
二
）
 

大
阪
教
育
大
、
盛
田
嘉
徳
先
生
を
迎
え
て
 

ー
第
二
回
同
和
教
育
推
進
指
導
研
究
会
ー
 

第
二
回
の
同
和
教
育
推
進
指
導
者
研
 

修
会
は
町
内
、
青
年
、
婦
人
、
老
人
‘
 

地
区
公
民
館
長
、
小
、
中
学
校
教
師
並
 

に
同
推
幹
事
等
百
十
名
が
研
修
会
に
参
 

加
し
て
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
 

た。 

「
人
間
一
人
ひ
と
り
は
す
べ
て
異
 

っ
て
い
る
．
し
か
し
、
共
通
す
る
も
の
 

は
ー
つ
、
そ
れ
は
「
人
間
の
命
」
で
あ
 

る
 

と
す
る
な
ら
ば
「
命
」
は
貴
重
 

な
も
の
で
平
等
か
つ
‘
か
け
が
え
の
な
 

い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

「
命
」
は
、
ま
た
生
れ
て
死
ぬ
ま
で
、
 

（購議を熱心に聞く同推協指導者たち） 

農
業
を
営
む
者
が
使
用
す
 

る
動
力
耕
う
ん
機
等
の
動
 

力
源
用
の
軽
油
に
係
る
 

軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
 

申
請
の
手
統
に
つ
い
て
 

軽
油
に
は
、
県
税
と
し
て
ー
リ
ッ
ト
 

ル
当
り
十
五
円
の
軽
油
引
取
税
が
課
税
 

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
業
を
営
む
者
か
 

農
業
用
に
使
用
す
る
動
力
耕
う
ん
機
等
 

の
動
力
源
に
用
い
る
軽
油
に
つ
い
て
は
 

本
人
の
申
請
に
よ
り
軽
油
引
取
税
を
免
 

除
す
る
事
が
出
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

つ
ぎ
の
よ
う
な
要
領
で
申
請
事
務
を
 

行
い
ま
す
の
で
関
係
者
の
方
は
申
請
も
 

れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

1
、
骸
当
者
 

農
業
を
営
む
者
（
兼
業
農
家
も
含
 

む
）
が
共
同
で
機
械
を
使
用
し
て
い
 

る
場
合
は
 
共
同
申
請
出
来
ま
す
。
 

2
、
申
請
に
必
要
な
書
類
 

の
農
業
委
員
会
が
発
行
す
る
耕
作
証
 

明
書
 

連
続
し
、
そ
の
ど
の
瞬
間
を
と
っ
て
も
 

続
い
て
い
ま
す
。
と
す
る
な
ら
ば
そ
れ
 

は
「
人
間
の
生
涯
」
と
い
え
ま
す
．
だ
 

と
す
れ
ば
、
人
間
の
生
涯
も
ま
た
命
と
 

同
様
で
貴
重
で
平
等
か
つ
、
か
け
が
え
 

の
な
い
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
 

ず
で
す
。
 

し
か
し
、
現
在
社
会
で
は
、
 

「
命
」
 

の
大
切
さ
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
 

す
。
そ
こ
に
差
別
が
生
ま
れ
る
」
町
同
 

和
教
育
推
進
協
議
会
で
は
，
今
後
こ
の
 

様
な
研
修
会
を
重
ね
る
と
と
も
に
地
域
 

ご
と
の
研
修
会
も
開
催
し
、
住
民
に
対
 

す
る
同
和
問
題
の
認
識
を
一
層
深
め
て
 

い
た
だ
き
差
別
の
な
い
 
「
明
る
い
町
」
 

づ
く
り
の
推
進
に
つ
と
め
ま
す
の
で
住
 

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
 

ま
す
。
 

一
 

赤
池
町
公
民
館
句
会
 

警
戒
の
距
離
を
と
り
つ
つ
鶴
歩
く
 

三
木
 
春
翁
 

み
か
ん
む
く
後
座
席
は
好
き
な
席
 

林
 
加
す
美
 

鶴
番
の
朝
は
早
か
り
日
曜
も
 

下
田
水
心
子
 

凄
ま
じ
き
霧
に
遇
ひ
け
り
橋
の
上
 

中
村
 
青
甫
 

”
・
、
①
、
田
畑
別
に
面
積
を
記
載
し
た
も
 

の
共
同
申
請
の
場
合
で
も
個
人
毎
 

に
必
要
で
す
。
 

回
機
械
の
購
入
証
明
書
 

①
馬
力
数
、
機
械
の
名
称
が
必
要
で
 

す。 

囲
機
械
の
エ
ン
ジ
ン
番
号
の
写
し
 

目
使
用
予
定
数
量
証
明
書
 

①
共
同
申
請
の
場
合
は
個
人
毎
に
算
 

出
す
る
こ
と
。
 

困
印
鑑
（
個
人
毎
に
必
要
で
す
。
）
 

内
昨
年
申
請
さ
れ
た
方
は
、
免
税
軽
 

油
使
用
者
証
と
未
使
用
分
の
免
税
 

証
 

3
、
申
請
受
付
事
務
 

の
日
時
 

昭
和
 50 

年
3
月
 28 

日
 

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
 

同
場
所
 

赤
池
町
役
場
建
設
課
二
階
 

（
役
場
横
 

旧
中
央
公
民
館
）
 

選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
 

登
録
に
つ
い
て
 

1
、
県
知
事
、
県
議
会
議
員
選
挙
に
か
 

か
る
選
挙
時
登
録
 

の
登
録
の
基
準
日
 

昭
和
 50 

年
3
月
 17 

日
 

回
登
録
日
 

昭
和
 50 

年
3
月
 18 

日
 

喜
寿
翁
の
碗
よ
り
こ
ぼ
れ
栗
の
飯
 

大
森
 
順
子
 

鶴
写
す
望
遠
レ
ン
ズ
並
び
け
り
 

桑
野
 
園
女
 

鶴
模
型
ポ
ス
ト
と
な
ら
び
鶴
の
里
 

香
月
 
幸
枝
 

鶴
降
り
る
気
配
旋
回
重
ね
つ
つ
 

野
ロ
て
い
子
 

冬
ざ
れ
や
文
字
の
わ
か
ら
ぬ
鶴
の
墓
 

池
田
 
駒
女
 

鶴
守
と
し
て
旅
人
に
親
し
ま
れ
 

池
田
 

一
歩
 

選
者
吟
 

村
中
の
人
み
な
や
さ
し
鶴
来
る
 

小
坂
 
蟹
泉
 

選
 
評
 

警
戒
の
距
離
を
と
り
つ
つ
鶴
歩
く
 

山
口
県
熊
毛
郡
八
代
で
の
吟
行
で
あ
 

る
。
こ
の
地
は
鶴
の
飛
来
地
と
し
て
親
 

し
ま
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
二
百
七
十
羽
 

程
が
来
る
。
 

鶴
は
ま
こ
と
に
警
戒
心
が
強
く
五
十
 

メ
ー
ト
ル
以
内
に
近
づ
く
こ
と
は
出
来
 

な
い
。
 記

 

毎
週
水
曜
夜
七
時
池
田
利
文
（
一
 

歩
）
宅
で
公
民
館
旬
会
を
行
っ
て
い
ま
 

す。 
ハ
ガ
キ
で
も
よ
い
か
ら
投
句
し
て
下
 

さ
い
。
 芭

蕉
考
 

旅
浪
時
代
 

二
十
三
歳
の
年
京
に
上
 

り
（
寛
文
十
二
年
）
 

（
一
」
ハ
七
】
一
 

年） 

二
十
九
歳
の
時
、
江
戸
に
出
 

る
．
友
人
の
世
話
で
土
木
関
係
の
官
 

吏
と
な
り
そ
の
他
色
々
や
り
三
十
三
 

歳
の
時
伊
賀
へ
帰
省
し
、
秋
に
江
戸
 

へ
も
ど
る
。
 

困
縦
覧
期
間
 

昭
和
 50 

年
3
月
 19 

日
か
ら
 

昭
和
 50 

年
3
月
 23 

日
ま
で
 

5
日
間
 

2
、
町
議
会
議
員
選
挙
に
か
か
る
選
挙
 

時
登
録
 

如
登
録
の
基
準
日
 

昭
和
 50 

年
4
月
 15 

日
 

同
登
録
日
 

昭
和
 50 

年
4
月
 16 

日
 

凶
縦
覧
期
間
 

昭
和
 50 

年
4
月
 17 

日
か
ら
 

昭
和
 50 

年
4
月
 21 

日
ま
で
 

5
日
間
 

ル
赤
池
町
写
真
ク
ラ
ブ
 

「
フ
ア
ミ
リ
ー
」
 
発
足
I
 

昨
年
七
月
か
ら
町
民
会
館
に
お
い
て
 

毎
月
約
十
名
の
参
加
に
て
写
真
同
好
者
 

に
よ
る
例
会
を
催
し
、
十
一
月
に
は
文
 

化
祭
、
筑
豊
美
術
展
に
多
数
出
品
し
、
 

先
輩
諸
氏
よ
り
好
評
の
栄
を
受
け
ま
し
 

た
。
今
年
一
月
正
式
に
会
発
足
の
運
び
 

と
な
り
現
在
会
員
十
九
名
で
す
。
 

会
 

長
 
戸
塚
栄
太
郎
（
東
町
）
 

事
務
局
長
 
太
田
 
勝
正
（
山
崎
）
 

講
 

師
 
住
田
 
史
典
 

（
北
九
州
市
小
倉
区
）
 

福
岡
県
美
術
協
会
会
員
 

筑
豊
美
術
協
会
会
員
 

本
会
は
町
の
文
化
活
動
団
体
に
加
入
し
 

て
い
ま
す
。
同
好
の
皆
様
の
参
加
加
入
 

を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
 

入
会
連
絡
先
 
赤
池
町
役
場
 

太
田
勝
正
氏
又
は
早
谷
克
粘
氏
に
御
 

連
絡
下
さ
い
。
 

芭
蕉
庵
時
代
 

延
宝
八
年
（
一
六
八
 

O
年
）
三
十
七
歳
の
冬
深
川
に
庵
を
 

む
す
ぶ
。
門
人
の
季
下
が
芭
蕉
を
植
 

え
た
と
こ
ろ
か
ら
以
後
芭
蕉
庵
と
よ
 

ぶ。 

つ
づ
く
 

r
ち
よ
っ
と
ー
こ
と
I
 

「
一
枚
の
薄
い
封
筒
」
 

私
は
、
通
産
局
に
出
す
鉱
害
補
償
金
 

の
関
係
書
類
に
必
要
な
印
鑑
証
明
書
を
 

早
目
に
と
の
事
で
昨
年
の
十
二
月
三
日
 

の
朝
、
私
は
真
先
に
役
場
に
行
き
交
付
 

し
て
も
ら
っ
た
時
の
事
で
あ
る
。
 

私
の
次
に
s
町
会
議
員
が
私
と
同
じ
 

よ
う
に
備
え
つ
け
の
薄
い
封
筒
に
入
れ
 

ら
れ
て
渡
さ
れ
た
が
s
氏
は
、
 

「
こ
れ
 

は
要
ら
な
い
」
と
言
っ
て
即
座
に
窓
ロ
 

に
返
し
た
。
私
は
、
は
っ
と
思
っ
て
私
 

も
封
筒
を
返
そ
う
か
な
ー
と
思
っ
た
が
 

「
用
事
が
す
む
ま
で
、
預
っ
て
お
こ
 

う
」
と
言
っ
て
か
ば
ん
に
入
れ
、
十
一
一
 

月
十
四
日
の
朝
用
事
が
済
み
次
第
封
筒
 

を
窓
口
に
返
し
た
。
 

た
っ
た
一
枚
の
薄
い
ペ
ラ
ペ
ラ
封
筒
 

だ
が
「
一
班
を
以
っ
て
全
貌
を
知
る
」
 

と
か
。
s
氏
の
全
て
が
、
そ
の
よ
う
な
 

行
為
で
察
し
ら
れ
私
は
、
年
甲
斐
の
な
 

い
自
分
が
恥
か
し
く
な
っ
た
。
卒
先
重
 

範
と
は
、
ど
ん
な
所
に
も
あ
る
も
の
 

だ。 昭
和
 50 

年
2
月
7
日
 

I 

~ 



④
 

か ‘、 け あ
 

報
 

広
 

ー
上
野
柔
道
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
 

創
設
三
周
年
を
迎
え
て
ー
 

上
野
柔
道
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
も
創
設
 

以
来
三
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

最
初
は
二
十
名
程
度
で
発
足
し
た
団
 

も
現
在
は
四
十
名
（
女
子
五
名
）
の
大
 

世
帯
に
な
り
、
練
習
も
厳
し
い
中
に
も
 

楽
し
い
、
和
気
あ
い
あ
い
の
内
に
や
っ
 

て
い
る
現
況
で
す
．
 

昨
年
は
、
級
審
査
を
行
い
白
一
色
の
 

帯
も
級
に
よ
り
色
わ
け
を
し
た
そ
の
練
 

習
に
一
段
と
熱
気
を
感
じ
ま
す
．
部
員
 

と
指
導
員
の
級
色
わ
け
は
つ
ぎ
の
と
お
 

り
で
す
J
 

第

四

回

青

年

の

船

に

乗

船

し

て

 

「
ア
ジ
ア
に
友
情
の
輪
を
」
を
メ
イ
 

ン
テ
ー
マ
に
、
私
達
三
百
数
十
名
は
一
一
 

週
間
に
わ
た
り
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
共
和
国
 

を
た
づ
ね
て
き
ま
し
た
。
 

多
く
の
人
に
見
送
ら
れ
、
初
め
て
の
 

航
海
。
し
ば
ら
く
は
ど
の
顔
に
も
不
安
 

け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

、
 

にu !
 

一

一

 

ポ ー ツ 少年柔道部員 た ち） 

安
 

武
 

美
 
代
 

子
 

と
期
待
が
交
錯
し
て
い
た
様
子
で
し
 

た。 さ
て
、
船
内
活
動
で
す
が
組
別
の
英
 

会
話
、
テ
ー
マ
別
研
修
，
船
長
講
話
、
 

団
長
講
話
な
ど
ぎ
っ
し
り
と
予
定
が
組
 

ま
れ
て
い
る
の
に
 

指
導
員
 
世
良
光
章
（
四
段
）
 

ク 

早
谷
克
粘
（
初
段
）
 

部
員
 
茶
（
一
級
）
紫
（
三
級
）
 
緑
 

（
五
級
）
赤
（
七
級
）
黄
（
八
級
〕
 

尚
、
新
入
部
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
 

の
で
希
望
者
は
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
 

練
習
日
は
毎
週
、
火
曜
日
、
土
曜
日
 

の
午
後
四
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
」
 

ー

赤

池

町

上

水

道

第

一

次

 

拡

張

工

事

が

着

工

さ

れ

る

ー

 

来
年
三
月
末
完
成
予
定
 

赤
池
町
上
水
道
第
一
次
拡
張
丁
事
の
 

計
画
は
、
こ
こ
数
年
前
よ
り
住
民
は
も
 

船
酔
い
で
苦
し
む
私
を
み
ん
な
の
励
 

ま
し
、
暖
か
い
思
い
や
り
で
無
事
研
修
 

を
や
り
と
げ
ら
れ
た
事
に
、
深
く
感
謝
 

し
て
い
ま
す
。
平
凡
な
苦
し
み
の
な
い
 

生
活
な
ら
ば
、
こ
ん
な
友
の
気
持
も
わ
 

か
ら
ず
、
心
の
触
れ
合
い
も
生
ま
れ
な
 

か
っ
た
と
思
う
と
、
苦
し
か
っ
た
反
面
 

今
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
良
い
経
験
を
 

し
た
と
思
い
ま
す
。
 

四
日
後
，
我
々
は
第
一
の
目
的
地
セ
 

ブ
に
着
い
た
。
 

（
写
真
上
は
 

現
地
住
民
と
一
諸
に
）
 

( 写
真
下
は
 
歓
迎
パ
ー
テ
イ
）
 

と
よ
り
町
議
会
町
執
行
部
と
も
懸
案
事
 

項
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
 

九
年
十
】
月
事
業
認
可
を
受
け
着
工
の
 

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
 

現
在
上
水
道
は
一
日
最
大
給
水
量
千
 

三
百
十
立
方
米
と
し
て
給
水
し
て
お
り
 

ま
す
が
、
文
化
の
著
し
い
向
上
と
共
に
 

需
要
を
ま
か
な
い
き
れ
ず
、
又
住
宅
団
 

地
、
工
業
団
地
の
造
成
も
進
め
ら
れ
て
 

お
り
、
 

一
日
最
大
給
水
量
三
千
百
二
十
 

立
方
米
と
し
て
拡
張
す
る
も
の
で
す
。
 

総
工
費
二
億
三
千
万
円
で
、
工
期
は
 

本
年
ニ
月
中
旬
よ
り
来
年
三
月
末
の
予
 

定
で
す
。
 

こ
の
事
業
の
施
行
目
的
及
び
効
果
は
 

豊
富
な
水
源
を
確
保
し
、
浄
水
施
設
を
 

拡
充
し
、
水
道
の
目
的
で
あ
る
清
浄
な
 

飲
料
水
を
供
給
し
、
住
民
の
保
健
衛
生
 

文
化
の
向
上
及
び
本
町
の
将
来
計
画
の
 

扶
助
に
多
大
な
貢
献
を
す
る
も
の
と
思
 

い
ま
す
。
 

〇
工
事
の
概
要
 

水
源
施
設
（
猿
田
水
源
地
）
 

上
河
原
水
源
の
他
に
水
源
を
彦
山
川
 

伏
流
水
に
求
め
，
豊
富
な
水
源
を
確
 

保
す
る
。
 

導
水
施
設
 

水
源
よ
り
浄
水
場
ま
で
導
水
管
（
延
 

長
一
、
五
〇
〇
米
）
を
布
設
す
る
。
 

浄
水
施
設
（
上
河
原
浄
水
場
）
 

彦
山
川
よ
り
取
水
し
た
原
水
に
含
ま
 

（
れ
て
い
る
鉄
や
ャ
ッ
ガ
ン
等
を
今
度
 

採
用
し
た
二
塔
式
急
速
ろ
過
機
に
て
 

」
“
浄
水
し
消
毒
す
る
。
 

「
あ
あ
我
々
は
今
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
に
 

い
る
。
外
国
に
い
る
」
と
い
う
実
感
が
 

除
々
に
わ
い
て
き
た
。
 

実
際
に
見
る
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
。
思
っ
 

て
い
た
以
上
に
貧
し
く
、
私
の
目
に
は
 

映
っ
た
．
 

し
か
し
、
南
国
特
有
の
陽
気
で
暖
か
 

い
微
笑
、
コ
セ
コ
セ
し
な
い
明
る
さ
、
 

心
の
底
か
ら
わ
き
出
る
人
情
味
、
こ
れ
 

ら
を
全
部
国
民
性
と
か
た
ず
け
て
し
ま
 

っ
て
い
い
も
の
だ
ろ
う
か
 

。 

今
の
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
の
現
状
と
し
て
 

は
、
決
し
て
明
る
く
笑
っ
て
迎
え
て
く
 

れ
る
状
態
で
は
な
い
と
思
う
の
に
 

少
な
く
と
も
、
私
達
日
本
人
よ
り
、
は
 

る
か
に
明
る
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
マ
ニ
ラ
、
バ
ギ
オ
で
も
周
じ
 

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
 

だ
が
、
マ
ニ
ラ
は
セ
ブ
と
異
な
り
都
 

会
だ
け
に
観
光
化
さ
れ
、
皆
、
人
慣
れ
 

し
す
ぎ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
 

ま
た
私
が
訪
ね
た
家
庭
は
、
 
一
流
家
 

庭
で
、
日
本
で
も
少
な
い
程
の
す
ば
ら
 

し
い
住
い
で
し
た
。
 

英
会
話
が
未
熟
な
せ
い
も
あ
っ
て
フ
 

イ
リ
ッ
ピ
ン
の
人
達
と
う
ま
く
話
が
出
 

来
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
い
ま
 

す。 外
国
を
見
て
日
本
を
知
る
。
そ
し
て
 

日
本
の
良
さ
が
解
る
と
い
う
が
改
め
て
 

日
本
に
生
れ
、
育
ち
、
日
本
人
で
あ
る
 

こ
と
に
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。
 

送
水
施
設
 

消
毒
さ
れ
た
浄
水
を
浄
水
場
よ
り
配
 

水
池
ま
で
送
水
す
る
た
め
送
水
管
 

（
延
長
四
〇
O
O
米
）
を
布
設
し
て
 

送
水
量
を
増
や
す
。
 

配
水
施
設
 

工
場
団
地
の
高
台
に
配
水
池
を
設
け
 

主
に
伏
原
地
区
に
配
水
管
（
延
長
一
 

五
〇
〇
米
）
を
布
設
す
る
。
 

工
事
期
間
が
長
期
に
わ
た
り
、
ま
た
 

道
路
の
堀
り
返
し
等
で
皆
様
に
大
変
ご
 

迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
存
じ
ま
す
が
、
 

初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
住
民
皆
 

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

〔
お
国
自
慢
に
し
ひ
が
し
〕
 

の
放
送
に
つ
い
て
 

N
H
K

で
は
田
川
市
役
所
と
共
催
で
 

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
公
開
録
画
が
 

行
な
わ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
放
送
さ
れ
 

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

1
、
放
送
日
 

3
月
6

日
（
木
）
午
後
8
時
 

（
再
）
3
月
7

日
（
金
）
 午

後
3
時
5
分
 

2
、
出
演
者
 

（
ゲ
ス
ト
）
山
口
百
恵
・
欧
陽
非
非
・
 

菅
原
洋
一
・
和
田
昭
治
 

（
司
会
）
 

山
川
静
夫
ァ
ナ
ウ
ン
サ
ー
 

〈
衛
生
だ
よ
り
〉
 

百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ァ
、
破
傷
風
 

（
三
種
混
合
）
な
ど
の
予
防
接
種
は
当
 

分
の
間
実
施
を
中
止
す
る
よ
う
厚
生
省
 

か
ら
指
示
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
し
 

ら
せ
し
ま
す
。
 

郵
便
局
よ
り
お
知
ら
せ
 

最
近
ニ
T
〕 
マ
ー
ク
の
腕
章
を
つ
け
 

ま
た
は
、
郵
便
局
か
ら
依
頼
さ
れ
て
来
 

た
な
ど
と
い
っ
て
、
あ
た
か
も
郵
便
局
 

と
関
係
が
あ
る
か
の
よ
う
に
、
よ
そ
お
 

っ
プ
各
家
庭
を
訪
問
し
、
な
か
ば
強
制
 

的
に
表
札
を
販
売
し
て
ト
ラ
ブ
ル
を
生
 

じ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
．
 

郵
政
省
で
は
、
郵
便
物
を
確
実
に
お
 

届
け
す
る
た
め
に
郵
便
受
箱
、
表
札
を
 

設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
住
民
の
皆
 

様
に
平
素
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
 

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
 

販
売
人
は
勿
論
、
ど
の
表
札
販
売
会
社
 

と
も
表
札
販
売
に
つ
い
て
は
、
何
等
関
 

係
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
し
ら
せ
し
 

ま
す
。
 



(6) け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

お
 
知
 
ら
 
せ
 

暖
房
器
具
に
よ
る
 

火
災
を
な
く
そ
う
 

田
川
地
区
で
は
、
今
年
の
一
月
か
ら
 

現
在
ま
で
に
す
で
に
五
件
の
火
災
が
発
 

生
し
て
い
ま
す
。
大
部
分
が
石
油
ス
ト
 

ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
取
扱
い
の
ミ
 

ス
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
、
特
に
 

火
災
の
多
い
時
期
で
す
の
で
、
ス
ト
ー
 

ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
取
扱
い
に
は
十
 

分
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

困
 
暖
房
器
具
を
正
し
く
使
う
た
め
に
 

①
 
出
入
ロ
、
通
路
な
ど
の
人
の
出
入
 

り
す
る
位
置
で
使
用
し
な
い
こ
と
。
 

②
 
カ
ー
テ
ン
、
ふ
す
ま
、
障
子
な
ど
 

の
近
く
で
使
用
し
な
い
こ
と
。
 

③
 
小
さ
な
子
供
の
い
る
家
庭
で
は
、
 

ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
を
枠
で
か
こ
む
 

な
ど
手
が
ふ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

④
 
使
い
な
れ
て
い
る
器
具
も
使
用
前
 

に
は
十
分
な
手
入
と
点
検
を
す
る
．
 

回
 
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
う
と
き
 

①
 
火
を
つ
け
た
ま
ま
器
具
を
持
ち
は
 

こ
ば
な
い
こ
と
。
 

②
 
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
引
火
性
の
も
の
は
 

絶
体
に
近
づ
け
な
い
こ
と
。
 

⑧
 
石
油
ス
ト
ー
プ
に
給
油
す
る
と
き
 

は
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
が
ま
ら
が
っ
て
入
 

っ
て
い
な
い
か
、
臭
い
や
色
で
確
か
 

め
、
完
全
に
火
を
消
し
て
油
を
こ
ぼ
 

さ
な
い
よ
う
に
専
用
ポ
ン
プ
を
使
っ
 

て
油
量
計
を
よ
く
見
な
が
ら
静
か
に
 

行
な
う
こ
と
。
 

④
 
使
い
終
っ
た
ら
』
元
全
に
火
の
消
え
 

た
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。
 

注
 
移
動
式
ス
ト
ー
ブ
に
つ
い
て
は
 

昭
和
 52 

年
7
月
1
日
よ
り
自
動
的
に
消
 

火
す
る
装
置
ま
た
は
自
動
的
に
燃
料
の
 

供
給
を
停
止
す
る
装
置
を
設
け
た
も
の
 

以
外
の
ス
ト
ー
ブ
は
使
用
さ
れ
な
く
な
 

り
ま
す
。
 

火
薬
類
の
適
正
保
管
等
に
 

つ
い
て
指
導
を
行
う
な
ど
 

銃
砲
、
火
薬
類
に
よ
る
事
 

件
、
事
故
を
防
止
し
ま
し
 

よ
う
 

1
 
猟
銃
、
空
気
銃
な
ど
の
適
正
保
管
 

銃
の
保
管
設
備
が
あ
っ
て
も
カ
ギ
が
不
 

完
全
な
も
の
、
カ
ギ
の
保
管
が
不
適
切
 

な
も
の
が
盗
難
や
自
殺
な
ど
の
事
故
の
 

主
な
原
因
と
な
っ
で
い
る
の
で
、
銃
の
 

保
管
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
 

と
を
守
っ
て
下
さ
い
。
 

①
 
保
管
設
備
の
カ
ギ
は
シ
リ
ン
ダ
ー
 

錠
な
ど
堅
固
な
も
の
と
し
、
カ
ギ
は
 

自
己
で
保
管
ず
る
。
 

②
 
銃
は
ク
サ
リ
錠
で
結
東
す
る
。
 

⑧
 
分
解
で
き
る
銃
は
、
必
ず
分
解
し
 

部
品
の
一
部
は
他
の
場
所
に
保
管
す
 

る。 

④
 

「
た
ま
」
は
、
銃
と
い
っ
し
よ
に
 

保
管
し
な
い
。
 

2
 
残
火
薬
類
の
適
正
保
管
 

毎
年
、
狩
猟
期
間
が
終
っ
た
後
、
残
 

っ
て
い
る
「
た
ま
」
 
や
火
薬
類
の
保
管
 

の
不
適
切
さ
か
ら
事
件
、
事
故
が
発
生
 

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
事
件
、
事
故
 

を
防
止
す
る
た
め
次
の
よ
う
な
こ
と
を
 

守
り
ま
し
よ
う
。
 

①
 
猟
銃
用
火
薬
類
は
狩
猟
終
了
日
ま
 

で
に
消
費
し
、
残
さ
な
い
よ
う
に
し
 

ま
し
よ
う
。
 

②
 
実
砲
保
管
庫
は
人
目
に
つ
か
な
い
 

安
全
な
場
所
に
取
り
付
け
、
必
ず
施
 

錠
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

i 

ギ
 
ッ
チ
ョ
は
 

無
理
に
な
お
す
な
／
 

左
ギ
ッ
チ
ョ
は
、
た
だ
単
に
手
が
左
 

き
き
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
言
葉
と
も
 

密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
 

言
葉
の
中
枢
は
、
右
き
き
の
人
で
は
 

左
側
の
脳
に
あ
り
、
左
き
き
の
人
で
は
 

右
側
の
脳
に
あ
り
ま
す
。
 

も
の
心
の
つ
い
た
子
ど
も
の
左
ギ
ッ
 

チ
ョ
を
右
き
き
に
な
お
す
こ
と
は
簡
単
 

に
は
い
き
ま
せ
ん
．
 

手
だ
け
を
訓
練
し
て
も
、
言
葉
の
中
 

枢
を
右
か
ら
左
へ
移
す
こ
と
は
で
き
ま
 

せ
ん
。
 

無
理
に
左
ギ
ッ
チ
ョ
を
な
お
そ
う
と
 

す
る
と
「
ど
も
り
」
に
な
っ
た
り
、
人
 

前
で
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
く
て
劣
等
感
 

を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

お 

礼 

一
、
金
一
封
 
太
田
五
郎
殿
 

亡
娘
 
寿
美
子
殿
 

（
二
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
定
宗
近
雄
殿
 

亡
母
 

ョ
シ
ェ
殿
 

（
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
桑
野
覚
殿
 

亡
母
 

ハ
ル
ノ
殿
 

（
十
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
太
田
ユ
ミ
子
殿
 

亡
夫
 
善
文
殿
 

（
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
中
西
政
夫
殿
 

亡
母
 

マ
サ
ェ
殿
 

（
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
松
永
武
弘
殿
 

亡
父
 
岩
四
郎
殿
 

（
十
六
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
八
隅
ョ
シ
子
殿
 

亡
夫
 
重
信
殿
 

（
六
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
藤
村
コ
マ
殿
 

亡
夫
 
敏
政
殿
 

（
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
皆
川
秀
吉
殿
 

亡
妻
 

チ
エ
ノ
殿
 

（
七
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
高
林
正
男
殿
 

亡
母
 

コ
イ
ト
殿
 

（
八
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
宮
崎
政
勝
殿
 

亡
父
 
太
田
綱
治
殿
 

（
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
堀
辰
野
殿
 

亡
夫
 
岩
吉
殿
 

（
七
支
所
）
 

一
．
金
一
封
 
近
藤
千
恵
子
殿
 

亡
母
 
ソ
メ
殿
 

（十
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
中
村
哲
次
殿
 

亡
母
 

フ
ジ
殿
 

（
九
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
富
山
梅
子
殿
 

亡
夫
 
繁
樹
殿
 

（
九
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
井
ノ
ロ
サ
ツ
ノ
殿
 

亡
夫
 
重
太
郎
殿
 

（
十
二
支
所
）
 

以
上
香
典
返
し
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
社
 

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
荒
木
利
雄
氏
（
教
育
長
）
よ
 

り
敬
老
年
金
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
 

付
さ
れ
ま
し
た
。
 

i 


